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広 報 
村の人口　6,811人（±０） 

　 男　 　3,300人（－２） 

　 女 　　3,511人（＋２） 

　世帯数 　2,054戸（＋３） 

（平成18年11月１日現在） 2006 第258号 

編集　村づくり推進室／発行　喬木村役場　TEL 0265－33－2001 FAX 0265－33－3679 
　　　　　　　　　　　印刷　龍共印刷株式会社（飯田市上郷黒田121－1） 

六
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一
二
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世
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初
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国
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村
人
口
が
七
、〇
〇
〇
人
割
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１７国勢調査 
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昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た
国
勢
調

査
の
結
果
が
公
表
さ
れ
、
喬
木
村

の
人
口
が
七
千
人
を
割
り
込
み
、

六
、九
一
二
人
に
な
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。五
年
前
の
平
成
十

二
年
の
国
勢
調
査
と
比
べ
一
七
七

人
、二
・
五
％
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
が
、
世
帯
数
は
増
加
し
二
、
〇

四
〇
世
帯
と
な
り
、つ
い
に
二
千
世

帯
を
越
え
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

喬
木
村
の
人
口
は
、
明
治
八
年

の
村
発
足
時
点
で
は
五
、二
八
二
人

で
し
た
が
そ
の
後
増
加
を
続
け
、

第
二
次
大
戦
後
の
昭
和
二
二
年
に

一
〇
、二
〇
四
人
と
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
し
た
。そ
の
後
人
口
は
減
少
に
転

じ
、昭
和
四
〇
年
代
に
七
千
人
台
と

な
っ
て
以
来
四
〇
年
近
く
、七
千
人

の
規
模
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、

昨
年
の
国
勢
調
査
で
七
千
人
を
割

り
込
む
結
果
に
な
り
ま
し
た
。　

　

人
口
減
少
は
多
く
の
市
町
村
で

共
通
し
た
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
人
口
構
造
の
変
化
に
は
町
村

と
都
市
部
と
で
大
き
な
違
い
が
現

れ
て
い
ま
す
。

人口構成の変化 
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と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。

　

先
月
号
で
も
ふ
れ
ま
し
た
が
、

喬
木
村
が
人
口
七
千
人
規
模
の
村

を
維
持
し
、
生
産
年
齢
人
口
を
少

し
で
も
増
や
し
て
行
く
に
は
、
こ

の
地
域
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
経
済
基
盤
の
確
立
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
地
方

分
権
が
進
め
ら
れ
れ
ば
、
地
域
の

経
済
が
地
域
を
支
え
る
重
要
な
要

素
と
な
る
こ
と
か
ら
も
、
人
口
増

対
策
は
こ
の
地
域
の
大
き
な
課
題

と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

〇
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
の
年
少

人
口
は
喬
木
村
で
は
九
四
八
人（
十

三
・
七
％
）
と
県
内
市
平
均
十

四
・
六
％
に
比
べ
大
き
な
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
十
五
歳
か
ら
六

四
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
で
は

五
七
・
六
％
（
県
内
市
平
均
六

二
・
七
％
）、
六
五
歳
以
上
の
老

年
人
口
で
は
二
八
・
六
％
（
同
二

二
・
六
％
）
と
働
き
手
世
代
が
少

な
く
高
齢
者
が
多
い
と
い
っ
た
特

徴
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
喬
木
村
に
お
け
る
老

年
人
口
の
増
加
率
の
伸
び
は
縮
小

の
傾
向
が
見
ら
れ
、
団
塊
世
代
の

高
齢
化
問
題
は
地
方
の
町
村
よ
り

都
市
部
の
方
が
よ
り
大
き
な
問
題

人
口
構
成
の
変
化

今
後
の
課
題
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村
長
の
諮
問
機
関

と
し
て
発
足
し
た
旧

中
校
舎
等
周
辺
整
備

研
究
委
員
会
は
十
一

月
六
日
第
一
回
の
委

員
会
を
開
催
し
た
。

　

村
長
よ
り
十
二
名

の
委
員
に
委
嘱
状
が

渡
さ
れ
た
後
、
正
副

会
長
の
互
選
が
行
わ

れ
会
長
に
区
長
会
代

表
の
萩
原
順
治
さ
ん

が
、
副
会
長
に
旧
中

を
考
え
る
会
の
横
前
修
さ
ん
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
経
過
報
告
、
現
状

と
課
題
、
そ
し
て
旧
中
を
考
え
る

会
か
ら
昨
年
村
へ
の
提
言
と
し
て

提
出
さ
れ
た
、
旧
中
跡
地
の
提
言

書
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
質
疑
応
答
が
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
方
向
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、原
則
と
し
て
月
二
回
の
開
催
、

そ
し
て
来
年
二
月
中
頃
ま
で
に
旧

中
跡
地
の
方
向
性
を
村
に
提
言
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

研
究
委
員
の
み
な
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。

所
属
お
よ
び
役
職

議
会

区
長
会

教
育
委
員
会

社
会
教
育
委
員
会

公
民
館
長

体
育
協
会

阿
島
区

小
川
区

旧
中
跡
地
を
考
え
る
会

氏　

名
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光
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萩
原　

順
治

原　
　

俊
惠

奥
村　

茂
実

後
藤　

和
彦

小
澤　

敦
子

市
瀬　

辰
春

池
田　

幸
弘

佐
藤　

守
弘

森
山　

高
久

横
前　
　

修

研
究
委
員

研
究
委
員
12
名
で
名
で 

来
年
来
年
2
月
目
指
し
検
討

月
目
指
し
検
討 

研
究
委
員

研
究
委
員
12
名
で
名
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来
年
来
年
2
月
目
指
し
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討

月
目
指
し
検
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研
究
委
員
12
名
で 

来
年
2
月
目
指
し
検
討 

来年4月から  
納税方法が変わります 

　村では、これまで口座振替での納付をされない方の
税金や上下水道料などの利用料の徴収及び納入を、各
通報区の納税組合長さんにお願いしてきましたが、個
人情報保護等の課題に対応するため、来年4月からこ
の徴収方法を廃止します。 
　4月以降は、納税組合長を廃止し、組長さんによる
納付書の配布はお願いしますが、納入は全て個人毎に
行っていただくことになります。 組合徴収を廃止し、すべて個人納入に 

平成19年3月まで 

納税組合長さんあて 
納税通知の送付 

納付書納付 納税組合で徴収及び納入 

口座振替 

平成19年4月以降 

通報委員さんあて 
納税通知の送付 

納付書納付 通報委員さんによる  
窓開封筒入り納付書の配布 

納税者個人で納入  
（指定金融機関又は役場窓口） 

口座振替 ※変更ありません 

※窓開封筒はそのまま各戸へ配布 
　いただきます ○口座振替をおすすめします  

納税方法の変更に伴い、手間のかからない口座振替への

変更をおすすめします。手続きは指定金融機関又は役場

窓口で取り扱っています。  

※口座番号と口座用の印鑑が必要です 
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高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が

増
加
し
て
い
ま
す

増
加
し
て
い
ま
す

　

日
中
の
在
宅
率
の
高
い
高
齢
者

か
ら
の
訪
問
販
売
に
関
す
る
相
談

が
増
加
し
て
い
ま
す
。「
一
度
契
約

し
た
も
の
は
支
払
う
し
か
な
い
」

と
思
い
こ
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
本

人
に
十
分
な
判
断
能
力
が
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

年金相談の
時間延長について

　１１月は「年金月間」です。

飯田社会保険事務所では、１１月と１２月に通常

の平日　午前８時３０分から午後５時１５分の年

金相談に加え、以下の日程で年金相談を行い

ます。

　相談に行かれる場合には、年金手帳又は年

金証書と印鑑をお持ち頂くようお願いします。

また、代理の方が相談される場合は委任状も

必要となります。

　

記

１１月の時間延長

・１１月２７日（月）　午後７時まで

１２月の時間延長

・１２月４日（月）　午後７時まで　　

・１２月１１日（月）　　　〃

・１２月９日（土）　午前９時３０分～午後４時

・１２月１０日（日）　　　〃

・１２月１８日（月）　午後７時まで

・１２月２５日（月）　　　〃

お問い合わせは

　飯田市宮の前４３８１の３

　　飯田社会保険事務所

　　年金相談センター　�５２－６５４１

い
う
の
で
依
頼
し
た
。
業
者
が
床

下
を
点
検
し
た
と
こ
ろ「
柱
が
腐
っ

て
き
て
い
る
か
ら
す
ぐ
に
工
事
し

な
い
と
家
が
倒
れ
る
」
と
言
う
の

で
、
心
配
に
な
り
床
下
工
事
を
依

頼
し
た
。
と
こ
ろ
が
工
事
は
一
日

で
終
わ
り
、
工
事
内
容
も
た
い
し

た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
気
が
す
る

が
、
高
額
な
金
額
を
請
求
さ
れ
て

い
る
。
本
当
に
必
要
な
工
事
だ
っ

た
の
か
不
審
に
な
っ
て
い
る
。
工

事
は
済
ん
で
い
る
が
今
か
ら
で
も

解
約
で
き
な
い
か
？

な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
、
言

葉
巧
み
に
勧
誘
す
る
の
が
手

口
で
す
。
知
ら
な
い
人
や
突

然
訪
問
し
た
業
者
を
玄
関
に

入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
必
要
の
な
い
も
の
で
あ

れ
ば
キ
ッ
パ
リ
断
り
、
長
々

と
話
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

二
、「
○
○
協
会
」「
水
道
局
の
ほ

う
か
ら
来
ま
し
た
」な
ど
と
、

あ
た
か
も
公
的
機
関
を
装
い

訪
問
す
る
場
合
が
多
く
あ
り

ま
す
。
公
的
機
関
が
工
事
を

請
負
っ
た
り
、
商
品
を
売
り

つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
、「
格
安
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
今
日

ま
で
」な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、

そ
の
場
で
契
約
す
る
こ
と
は

さ
け
ま
し
ょ
う
。
複
数
の
他

の
業
者
か
ら
も
見
積
り
を
取

り
、
必
要
な
工
事
な
の
か
十

分
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

四
、「
○
○
工
事
一
式
」
と
い
っ
た

見
積
書
し
か
渡
さ
な
い
業
者

は
、特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で

契
約
し
た
場
合
は
、
契
約
書
面
を

受
け
取
っ
た
日
か
ら
八
日
以
内
で

あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

（
無
条
件
で
契
約
を
解
除
）
が
で

十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ののののののののののののののののののののの
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚婚
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

十
二
月
の
結
婚
相
談
日

　

十
二
月
九
日　

土
曜
日

　

午
後
七
時
〜

　
　
　

午
後
八
時
三
十
分

　

喬
木
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

第
一
会
議
室

　

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時

左
記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の

ご
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ

　

喬
木
村
役
場

　
　
　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

市
瀬

　

電
話：
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高
齢
者
か
ら
の
相
談
の
状
況

　

業
者
が
無
料
で
点
検
に
来
た
と

相
談
事
例

一
、「
無
料
で
点
検
」
な
ど
と
言
っ

て
販
売
目
的
を
隠
し
て
訪
問

し
、
点
検
の
後
で
「
床
下
が

腐
っ
て
い
る
」「
こ
ん
な
布

団
で
は
病
気
が
治
ら
な
い
」

き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

間
が
過
ぎ
て
い
て
も
、
業
者
の
説

明
に
嘘
が
あ
っ
た
場
合
や
、
帰
っ

て
ほ
し
い
と
言
っ
た
の
に
居
座
ら

れ
仕
方
な
く
契
約
し
た
と
き
は
、

特
定
商
取
引
法
や
消
費
者
契
約
法

で
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
や
役
場
へ
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　

家
族
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
高

齢
者
と
日
常
接
す
る
方
の
心
が
け

が
高
齢
者
を
被
害
か
ら
守
り
ま
す
。

は
っ
き
り
断
る
こ
と
の
大
切
さ
、

困
っ
た
時
は
相
談
す
る
場
所
が
あ

る
こ
と
を
高
齢
者
に
伝
え
ま
し
ょ

う
。

心
の
隙
間
を
つ
く

　
　

悪
質
業
者
に
ご
用
心

ア
ド
バ
イ
ス

も
し
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も

…
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
ま
す

地
域
ぐ
る
み
で
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
防
止
�
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　青少年健全育成に対する理解を深め、地域ぐ

るみで青少年にとってより良い環境づくりに取

り組みましょう。

　「全国青少年健全育成強化月間」においては、

地域ぐるみで、青少年にとってよりよい環境づ

くりに取り組むため、家庭、学校、職場、地域

及び関係機関・団体が一体となった「ひまわ

りっ子育成県民運動」を一層強化し、取組の定

着を図ります。

１．青少年の悩みごと相談関係機関窓口のご案内（通年開設しています。）

下伊那福祉事務所（電話：0265－53－0412）
家庭児童相談員

飯田市子育て支援室（電話：0265－22－4511　内線5301）

受付時間：月～金曜日、午前８時30分～午後５時（通年）

相談内容電話番号担当機関相談項目

家庭・学校のこと、就職問

題、友達や遊びのことなど
0265－53－0412下伊那地方事務所福祉課

青 少 年

悩 み ご と 相 談

子 ど も

な ん で も 相 談

心身の健康に関する不安、

シンナー・薬物中毒など
0265－53－0444飯 田 保 健 所

健 康 に

つ い て の 悩 み

心身の健康、家庭・学校の

こと、なんでも
0265－25－8300飯 田 児 童 相 談 所

児 童

悩 み ご と 相 談

不登校、いじめ、勉強のこ

となど
0265－53－0462飯 田 教 育 事 務 所

学 校 に

関 わ る 相 談

いじめ、暴力、交友関係等
0265－22－0110（内233）

0260－25－0110（内261）

飯 田警察署生活安全課

阿南警察署生活安全・刑事課

い じ め 等

の 悩 み

電話相談受付時間（通年開設、月～金曜日 午前８時30分～午後５時）電話相談受付時間（通年開設、月～金曜日　午前８時30分～午後５時）

２．有害自動販売機の設置契約に注意しましょう！

　青少年のための環境浄化活動を地域の大人が責任をもって実施していただくよう、各地区で有害自動販売機NO

運動を実践いただくなど、積極的な活動をお願いします。

　11月の「全国青少年健全育成強調月間」に併せて、各地区のパトロール、点検等をお願いします。特に、幹線

道路沿いの空き地が標的になることが多いので重点的に点検、注意喚起をお願いします。
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十
一
月
十
一
・
十
二
日
の
両
日
、
喬
木
村
総
合
文
化
祭
委
が
役
場
前
広

場
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

十
一
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
総
合
表
彰
式
や
阿
島

寺
の
前
の
新
し
く
な
っ
た
屋
台
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

十
二
日
は
爽
や
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
、花
舞
台
で
の
芸
能
大
会
の
他
た
く

さ
ん
の
催
し
に
大
勢
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、秋
の
一
日
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

１２日（日）は好天に恵まれ、大勢の皆さんに来ていただきました

新しくなった寺の前（天羅）の囃子屋台 花舞台では今年も賑やかに芸能大会が開催されました

図書館お楽しみ会と社協ふれあいランド共催の人形劇 子供劇場の手作りイベント

喬
木
村
消
費
者
の
会

風
呂
敷
の
使
い
方
を

展
示
し
ま
し
た

　

レ
ジ
袋
は
年
間
約
三
百
億
枚（
一

人
三
百
枚
）
が
使
用
さ
れ
、
全
国

で
年
間
約
六
十
万
ト
ン
の
原
油
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
区
の

ス
ー
パ
ー
等
で
は
、
買
い
物
の
際

に
、
レ
ジ
袋
不
要
の
カ
ー
ド
を
使

用
で
き
る
な
ど
、
レ
ジ
袋
を
使
用

し
な
い
た
め
の
取
り
組
み
が
進
ん

で
き
て
お
り
、
レ
ジ
袋
の
有
料
化

と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る

�
風
呂
敷
�
に
つ
い
て
、
喬
木
村

総
合
文
化
祭
に
お
い
て
、
風
呂
敷

の
様
々
な
使
い
方
に
つ
い
て
、
展

示
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
池

前
環
境
大
臣
が
作
成
し
た
「
も
っ

た
い
な
い
ふ
ろ
し
き
」も
展
示
し
、

物
を
大
切
に
す
る
日
本
の
文
化
の

一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん

も
、
環
境
の

た
め
に
ま
ず

身
の
回
り
か

ら
で
き
る
こ

と
と
し
て
、

風

呂

敷
を

使
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

消費者の会消費者の会
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文
化
祭
に
合
せ

文
化
祭
に
合
せ

総
合
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

総
合
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

●
表
彰
状

　

宮
下　
　

敬　

様

 　
　
　

教
育
委
員
、
教
育
長
と
し

て
二
期
八
年
活
動

　

阿
島
大
藤
保
存
会

　

代
表　

市
橋　
　

薫　

様

 　
　
　

昭
和
６
年
以
来
、
阿
島
大

藤
の
保
存
、
発
展
に
尽
力

●
村
に
寄
せ
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰

　

（
小
学
生
の
部
）

　

村
長
賞　

元
島　

瑞
穂　

様

　

優
秀
賞　

鈴
木　

裕
一　

様

　

佳　

作　

小
原　

知
恵　

様

　
　
　
　
　

中
塚　

琴
美　

様

　
　
　
　
　

市
瀬　

大
樹　

様

　
　
　
　
　

木
下
佐
英
子　

様

　

（
中
学
生
の
部
）

　

村
長
賞　

溝
呂
木
悠
人　

様

　

優
秀
賞　

黒
沢　

結
衣　

様

　

佳　

作　

川
原　
　

茜　

様

　
　
　
　
　

宮
田
巴
都
樹　

様

●
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　
（
公
共
の
部
）

　

最
優
秀
賞　

　
　

堰
下
浄
化
セ
ン
タ
ー　

様

　

優
秀
賞　

　
　
　

喬
木
第
二
小
学
校　

様

　

努
力
賞　

　
　
　

喬
木
中
央
保
育
園　

様

　
（
一
般
の
部
）

　

最
優
秀
賞　

　
　
　

富
田
老
人
ク
ラ
ブ　

様

　

優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　

一
期
屋　

様

　
　
　
　
　
　

南
公
民
館　

様

　

努
力
賞

　
　
　

伊
久
間
大
洞
花
壇　

様

　
　
　
　
　

大
島
公
民
館　

様

　

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
特
別
賞

　
　
　

両
平
花
壇
愛
好
会　

様

　
　
　
　

田
上
川
公
民
館　

様

●
感
謝
状

　

ヒ
タ
カ
セ
イ
コ
ー

　
　

代
表　

上
島　

政
尚　

様

　

地
域
活
性
化
の
た
め
、
ふ

る
さ
と
祭
に
尽
力

　

天
竜
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　

会
長　

福
澤　

保
實　

様

　

社
会
福
祉
資
金
と
し
て
、

多
額
の
浄
財
を
寄
贈

　

日
本
禁
煙
友
愛
会　

喬
木
支
部

　
　

支
部
長　

下
平　

秀
寛　

様

　

社
会
福
祉
の
一
環
と
し
て
、

小
中
学
校
に
画
用
紙
を
寄
贈

　

株
式
会
社　

は
や
し

　
　

代
表　

原　
　

和
司　

様

　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
保

育
園
新
入
児
に
園
服
を
寄
贈

　

株
式
会
社　

マ
ツ
ザ
ワ

　
　

松
澤　
　

泰　

様

　

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

保
育
園
新
入
児
に
鞄
を
寄
贈

　

内
原　

伸
子　

様

　
　
　

教
育
文
化
向
上
の
た
め
、

椋
記
念
館
に
絵
画
を
寄
贈

　

仲
田　

征
一　

様

　
　
　

教
育
振
興
の
た
め
、
中
学

校
に
多
額
の
浄
財
を
寄
贈

　

吉
津　

英
男　

様

　
　
　

社
会
福
祉
資
金
と
し
て
、

多
額
の
浄
財
を
寄
贈

●
満　

歳（
米
寿
の
祝
）表
彰

８８

市
瀬
美
枝
子　

様　
　

下
岡　

フ
ミ　

様

仲
田
ア
サ
ヨ　

様　
　

東
原
コ
ト
エ　

様

木
下　

郁
夫　

様　
　

市
瀬　

ミ
ツ　

様

松
島　

文
子　

様　
　

市
瀬　

八
郎　

様

市
瀬　

敬
一　

様　
　

下
岡　

登
代　

様

木
下　

久
子　

様　
　

原　

さ
き
子　

様

田
中　

ウ
メ　

様　
　

林　
　

ふ
み　

様

松
島　

實
春　

様　
　

森　

ヤ
チ
ヨ　

様

木
下　

正
三　

様　
　

牧
内　
　

隆　

様

北
島　

義
子　

様　
　

小
池　

秀
美　

様

森
山　

フ
ミ　

様　
　

小
池
み
と
子　

様

萩
原　

嘉
通　

様　
　

牧
内
ひ
さ
へ　

様

宮
下
さ
か
ゑ　

様　
　

羽
生　

艶
子　

様

篠
田　

金
吾　

様

●
伝
達
表
彰

　

法
務
大
臣
表
彰

　
　

永
井　

宗
寿　

様

　
　
　

永
年
に
わ
た
り
、
保
護
司

と
し
て
改
善
更
正
に
尽
力

　

長
野
県
教
育
委
員
会
表
彰

　
　

喬
木
村
学
校
共
同
調
理
場

　
　
　

安
心
安
全
な
学
校
給
食
推

進
の
実
績

　

長
野
県
市
町
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会
表
彰

　
　

木
下　

俊
佐　

様

　
　

木
林　

睦
枝　

様

　
　
　

永
年
に
わ
た
り
、
教
育
委

員
と
し
て
教
育
振
興
に
尽
力

総合表彰式で受賞された皆さん
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テ
レ
ビ
を
使
お
う

喬
木
第
二
小
学
校

六
年

元

島

瑞

穂

小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生
のののののののののの
部部部部部部部部部部

小
学
生
の
部

村村村村村村村村村村村
長長長長長長長長長長
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
長
賞

　

私
が
住
ん
で
い
る
の
は
、
喬
木
村
の
は
し
に
あ
る
地
区
、
氏
乗

で
す
。
氏
乗
は
本
当
に
人
口
が
少
な
く
、
お
金
も
な
い
け
れ
ど
、

み
ん
な
や
さ
し
く
気
軽
に
声
が
か
け
ら
れ
る
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。

で
も
、
人
口
が
少
な
い
、
そ
れ
が
一
番
の
問
題
で
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
も
少
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
や
は
ず
祭
り
も
「
今
年
で

花
火
は
終
わ
り
か
も
し
れ
な
い
な
」
と
お
父
さ
ん
が
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　

お
金
が
な
い
か
ら
、
ど
う
に
か
人
口
を
増
や
そ
う
と
「
田
舎
道
」

を
作
り
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
、
人
も
け
っ
こ
う
来
て
い
た
け

れ
ど
、
今
は
あ
ま
り
来
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
で
も
、

私
は
ず
っ
と
こ
の
氏
乗
に
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
の
理
由
は
、か
ご
よ
け
の
た
き
で
す
。
あ
そ
こ
の
凍
っ

た
時
の
姿
は
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
く
ら
い
キ
レ
イ
で
、
氷
の
す

き
ま
は
青
く
凍
っ
て
い
な
い
時
の
倍
の
大
き
さ
に
も
見
え
ま
す
し
、

寒
さ
を
乗
り
こ
え
て
い
く
と
感
動
が
倍
に
な
る
ほ
ど
で
す
。

　

二
つ
目
の
理
由
は
、
村
花
で
あ
る
九
輪
草
で
す
。
九
輪
草
は
満

開
に
な
る
と
九
十
九
谷
に
花
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
が
で
き
た
よ
う
で
、

と
っ
て
も
キ
レ
イ
で
す
。
私
は
今
年
も
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

係
の
人
が
一
生
懸
命
草
と
り
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
村
花
を

み
ん
な
大
切
に
し
て
い
る
ん
だ
な
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
三
つ
目
の
理
由
は
、
椋
図
書
館
で
す
。
私
は
自
然
が
大

好
き
で
す
。
木
登
り
し
た
り
竹
を
切
っ
て
弓
を
作
っ
た
り
草
む
ら

で
寝
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
喬
木
村
だ
け
で
な
く
ほ
か
の
村

に
も
共
通
す
る
け
ど
、
椋
先
生
の
作
品
の
数
々
を
見
る
と
氏
乗
だ

け
が
自
然
豊
か
だ
と
思
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
本
当
に
こ
ん
な

事
が
あ
っ
た
の
、
こ
ん
な
所
が
あ
る
ん
だ
、
い
つ
か
行
っ
て
み
た

い
、
と
驚
い
た
り
、
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
り
、
ふ
し
ぎ
な
世
界
に
入
っ

て
い
け
て
、
そ
の
本
を
タ
ダ
で
借
り
ら
れ
る
と
っ
て
も
い
い
所
で

す
。
そ
ん
な
数
々
の
い
い
も
の
、
す
て
き
な
も
の
が
み
ち
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。

　

私
は
、ど
う
し
た
ら
た
く
さ
ん
お
金
が
た
ま
る
か
考
え
ま
し
た
。

そ
し
て
思
い
つ
い
た
の
は
テ
レ
ビ
効
果
の
利
用
で
す
。
こ
の
前
氏

乗
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
り
が
テ
レ
ビ
に
映
っ
た
時
そ
の
テ
レ
ビ
を

見
て
い
た
人
が
わ
ざ
わ
ざ
愛
知
県
や
岐
阜
県
か
ら
来
て
く
れ
た
の

で
す
。
だ
か
ら
テ
レ
ビ
効
果
は
と
っ
て
も
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
Ｃ
Ｍ
一
つ
で
何
万
円
も
か
か
る
け
ど
、
そ
の
効
果
を
う
ま

く
利
用
す
れ
ば
お
金
が
集
ま
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
か
ご
よ
け

の
た
き
の
て
ん
ね
ん
水
を
作
っ
て
、
テ
レ
ビ
で
な
が
せ
ば
き
っ
と

た
く
さ
ん
の
人
が
買
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
を
し
つ
つ
森
を
守
り
た
い
で
す
。
こ
こ

を
町
に
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
森
を
残
し
つ
つ
家
を
作

り
人
を
呼
び
人
口
を
ふ
や
し
て
い
き
た
い
そ
ん
な
ふ
う
に
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
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ぼ
く
は
、
喬
木
村
が
大
好
き
で
す
。
な
ぜ
好
き
か
と
言
う
と
、

自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
、
カ
ブ
ト
ム
シ
と
か
、
ク
ワ
ガ
タ
と
か
、
せ

み
と
か
、
カ
マ
キ
リ
と
か
と
遊
べ
る
こ
と
と
か
、
め
ず
ら
し
い
石

を
さ
が
し
に
川
原
に
い
く
こ
と
と
か
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
よ
く
石
さ
が
し
を
す
る
の
で
、
夏
休
み
の
自
由
研
究

は
石
の
こ
と
を
し
ま
し
た
。
石
の
研
究
を
進
め
て
い
た
ら
、
日
本

で
も
、
二
十
か
所
し
か
な
い
石
、
き
く
目
石
が
、
長
野
県
、
下
い

な
郡
、大
島
に
あ
り
ま
し
た
。
き
く
目
石
の
所
の
名
前
は
、球
じ
ょ

う
花
こ
う
岩
と
言
う
名
前
で
、
大
正
十
二
年
に
長
野
県
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
た
石
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
喬

木
村
に
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

だ
け
ど
他
の
村
や
町
に
く
ら
べ
て
も
人
口
が
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
み
ん
な
が
喬
木
村
の
こ
と
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
に
は
、

み
力
あ
る
喬
木
村
を
め
ざ
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
ぼ
く
が
考
え
た
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
も
っ
と
農
産
物
を
工
夫
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
イ
チ
ゴ
で
喬
木
村
は
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
キ
ュ

ウ
リ
と
か
、
も
も
と
か
、
ト
マ
ト
と
か
、
み
か
ん
と
か
も
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
の
町
や
、
村
の
人
が

食
べ
た
い
と
思
う
、
あ
ま
い
ト
マ
ト
や
、
お
い
し
い
キ
ュ
ウ
リ
や
、

あ
ま
ず
っ
ぱ
い
み
か
ん
を
つ
く
っ
て
せ
ん
伝
す
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
勉
強
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
所
を
作
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ぼ
く
の
好
き
な
石
の
博
物
館
や
、
名
古

屋
に
あ
る
よ
う
な
大
き
い
化
学
館
や
、
た
ん
け
ん
で
き
る
よ
う
な

お
し
ろ
が
あ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
よ
く
名
古
屋
の

化
学
博
物
館
に
行
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、ミ
ミ
ズ
ト
ン
ネ
ル
と
か
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
か
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
、
お
も
し
ろ

い
化
学
博
物
館
が
で
き
る
と
毎
日
が
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
ん

け
ん
で
き
る
お
し
ろ
を
作
る
こ
と
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、

か
ら
く
り
屋
し
き
み
た
い
に
お
し
ろ
の
中
で
も
遊
べ
て
、
お
し
ろ

の
外
で
も
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
な
お
し
ろ
を
作
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
働
く
場
所
を
つ
く
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
石
を

使
っ
て
何
か
を
作
る
工
場
と
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を
つ
く
る
と

か
、
車
を
つ
く
る
工
場
と
か
、
病
院
と
か
、
図
書
館
と
か
を
つ
く

れ
ば
た
く
さ
ん
の
人
が
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

喬
木
村
に
住
ん
で
み
た
い
な
あ
と
思
う
人
が
、
た
く
さ
ん
ふ
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
の
喬
木
村
が
、も
っ
と
す
ば
ら
し
い
喬
木
村
に
な
る
よ
う
に
、

ぼ
く
も
村
民
の
一
員
と
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
考
え
る
喬
木
村

喬
木
第
一
小
学
校

五
年

鈴

木

裕

一
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僕
は
今
ま
で
「
喬
木
村
」
に
つ
い
て
あ
ま
り
考
え
て
み
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
学
校
で
農
業
体
験
学
習
を
し
て

み
て
、
こ
の
自
分
の
住
ん
で
い
る
村
に
つ
い
て
少
し
関
心
が
わ
き

ま
し
た
。
農
家
の
方
々
の
話
を
聞
い
て
、
大
変
だ
な
あ
と
思
っ
た

こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
農
業
は
と
て
も
自
然
に
左
右
さ
れ
や
す
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
雨
が
降
っ
た
時
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
会
社
な
ら

雨
が
降
っ
て
も
何
も
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
農
業
は
仕
事

も
で
き
な
い
し
農
作
物
も
雨
が
降
り
続
け
ば
腐
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
農
業
を
営
ん
で
い
く
の
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
な
ん

で
す
。

　

二
つ
目
は
、
後
継
ぎ
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
、
若
い

人
達
は
、
農
業
を
し
よ
う
と
す
る
人
が
と
て
も
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
で
は
農
家
が
減
っ
て
い
き
、
近
い
未
来
消
滅
し
て
し

ま
う
で
し
ょ
う
。
農
業
が
な
く
な
れ
ば
野
菜
が
作
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
今
、
学
校
で
も
給
食
に
地
域
の
方
々
が
作
っ
て
く

れ
た
野
菜
が
出
ま
す
が
、
そ
う
し
た
物
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
村
の
野
菜
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
と
て
も
悲

し
い
こ
と
で
す
。

　

喬
木
村
で
は
み
か
ん
以
外
な
ら
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
、
果
物
が
で

き
る
そ
う
で
す
。
色
々
な
物
が
作
れ
て
し
ま
う
な
ん
て
す
ご
い
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。
喬
木
は
と
て
も
農
業
に
む
い
て
い
る
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
喬
木
村
な
の
に
、
農
家
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
困

り
ま
す
。
み
ん
な
で
後
継
者
問
題
を
、
し
っ
か
り
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
話
を
聞
い
て
驚
い
た
こ
と
は
、
今
と
て
も
有
名
に
な
っ
て
い

る
喬
木
の
い
ち
ご
は
、
最
近
作
り
始
め
た
物
だ
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
僕
は
昔
か
ら
喬
木
は
い
ち
ご
を
作
っ
て
い
た
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
喬
木
村
は
、
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い
る
の
で
す
。
ほ

と
ん
ど
の
農
作
物
の
作
れ
る
喬
木
村
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん

な
特
産
物
を
作
り
出
せ
る
気
が
し
ま
し
た
。
若
い
人
達
が
そ
う
し

た
特
産
物
を
作
り
出
し
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
喬
木
の
農
業
を
続

け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
僕
も
そ
の
若
い
人
達
の
一
人

に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
は
ま
だ
将
来
の
こ
と
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

農
家
の
方
々
の
話
を
聞
い
て

喬
木
中
学
校

二
年

溝

呂

木
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人
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私
の
住
ん
で
い
る
喬
木
村
は
運
動
公
園
や
図
書
館
な
ど
の
い
ろ

い
ろ
な
設
備
が
あ
り
、
穏
や
か
で
住
み
や
す
い
場
所
だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
喬
木
村
で
は
人
と
か
か
わ
り
を
も
つ
と
い
う
事
が
少
な

い
の
で
は
と
私
は
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
た
き
っ
か
け

は
学
校
で
行
な
わ
れ
た
農
業
体
験
学
習
で
し
た
。
私
は
こ
の
体
験

を
通
し
て
い
ろ
ん
な
人
と
の
か
か
わ
り
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。

　

私
は
氏
乗
に
あ
る
ア
グ
リ
パ
ー
ク
雨
沢
と
い
う
所
へ
体
験
に
行

き
ま
し
た
。
私
は
三
回
目
と
も
同
じ
農
家
へ
行
き
ま
し
た
。
一
回

目
は
、
栗
の
木
の
周
り
の
草
と
り
を
し
ま
し
た
。
栗
の
木
に
栄
養

が
い
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
二
回
目
は
お
が
く
ず
を

運
ん
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
木
の
横
に
敷
き
詰
め
ま
し
た
。
こ
れ
は

草
の
成
長
を
止
め
る
た
め
で
す
。
そ
し
て
最
後
の
三
回
目
は
、ず
っ

と
世
話
を
し
て
き
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
を
し
ま
し
た
。
パ
ッ

ク
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
ふ
た
が
浮
か
な
い
程
度
に
詰
め
ま
し
た
。

途
中
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
食
べ
て
い
た
ら
、
り
ん
ご
の
よ
う
な
味

で
お
い
し
く
て
止
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
食
べ
す
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
本
当
に
甘
く
て
大
き
い
実
で
し
た
。
農
家
の
方
と
い
っ

し
ょ
に
、私
た
ち
み
ん
な
で
作
っ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
。
大
き
く
な
っ

て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
み
ん
な
で
作

業
を
す
る
こ
と
で
農
家
の
方
と
か
か
わ
り
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。
そ
し
て
、体
験
の
最
後
に
は「
も
っ
と
や
り
た
か
っ
た
」、

「
も
っ
と
も
っ
と
や
っ
て
み
た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
る
日
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
喬
木
村
の
こ
と
を
ニ
ュ
ー

ス
で
や
っ
て
い
て
、「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
雨
沢
」
と
出
て
い
ま
し
た
。

あ
っ
と
思
い
、
早
速
母
に
報
告
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
お
世
話
に

な
っ
た
農
家
の
方
が
写
っ
て
い
て
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
紹
介
を
し

て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
来
園
者
が
来
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、

私
も
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

体
験
を
通
し
て
農
業
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
か
ら
、
私
は
そ
の
こ

と
を
友
達
や
家
族
に
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
今
ま
で
は
気

に
な
ら
な
か
っ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
の
こ
と
が
気
に
な
っ
た
り
、

心
配
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

農
業
体
験
が
終
っ
た
後
、
農
家
の
方
が
た
く
さ
ん
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
届
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
届
け
て
下
さ
っ
た
お
礼
や
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
様
子
を
う
か
が
っ
た
り
、
暑
い
中
農
業
を
し
て

い
る
農
家
の
方
の
体
調
を
気
づ
か
う
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。
た
っ

た
三
回
の
体
験
で
、
農
家
の
方
や
農
業
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
に
も

か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を
し
た
こ
と

で
心
が
温
か
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
に
、
い
つ
ま
で
も
こ

の
か
か
わ
り
は
続
く
と
思
う
の
で
す
。
私
は
み
な
さ
ん
に
、
こ
の

よ
う
な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

多
く
の
人
が
喬
木
村
の
農
業
を
体
験
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が

で
き
た
ら
、
き
っ
と
喬
木
村
に
と
っ
て
良
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う

の
で
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
り
ま
す
。
喬
木
村
は
も
っ

と
良
い
村
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
興
味
や
関
心
を
も

て
る
と
思
う
の
で
す
。
私
た
ち
は
体
験
の
中
で
、
喬
木
村
の
農
業

後
継
者
が
い
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

農
業
に
興
味
を
も
っ
て
農
業
に
と
り
く
ん
で
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
、

こ
の
問
題
も
解
決
し
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
が
こ
う
し
た

こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
体
験
が
と
て
も
良
い
も
の

だ
っ
た
か
ら
で
し
た
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
機
会
を
見
つ
け
て
い
ろ

い
ろ
な
体
験
し
て
、
喬
木
村
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
き

た
い
で
す
。

か
か
わ
り
の
あ
る
喬
木
村
に

喬
木
中
学
校

二
年
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